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第
５
回
議
会
定
例
会
は
９
月
３
日
か
ら
９
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
諸
般
報
告
５
件
の
後
、
令
和
８
年
度
各
会
計
補
正
予
算
５
件
と
令
和
７
年
度
各

会
計
決
算
認
定
５
件
、
条
例
改
正
２
件
、
事
件
案
件
１
件
、
人
事
案
件
１
件
、
議

長
発
議
１
件
が
上
程
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
は
夜
間
議
会
で
２
日
に
わ
た
り
９
人
の
議
員
が
町
政
全
般
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

（
2
~
3
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
重
行
）

999月月月
定例会定例会定例会対策を急げ対策を急げ

一
般
会
計
補
正
予
算

　一
般
会
計
に
2
億
1
8
5

2
万
6
千
円
を
追
加
し
56
億

1
7
1
5
万
4
千
円
と
し
ま

し
た
。主

な
内
容
と
質
疑

●
教
育
費

　
小
学
校
の
松
枯
れ
対
策
と

し
て
樹
木
等
管
理
業
務
委
託

料
46
万
円
計
上

問

　被
害
木
の
本
数
と
、

今
後
の
予
防
策
の
考
え
は
。

教
育
課
長

3
小
学
校
合

計
11
本
（
松
10
本
、
も
み
の

木
1
本
）
を
伐
採
す
る
も
の

で
す
。
押
切
小
学
校
の
県
道

側
、
中
学
校
、
東
郷
小
学
校

で
も
枯
れ
て
見
え
る
木
が
増

え
て
お
り
、
今
後
も
増
加
す

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
予
防

と
し
て
薬
剤
注
入
が
あ
る
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
高
額
で

持
続
年
数
も
短
い
こ
と
か
ら

予
防
は
難
し
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
民
生
費

　
低
所
得
世
帯
の
冬
の
生
活

応
援
事
業
助
成
金
に
1
5
0

万
円
計
上

問

1
世
帯
あ
た
り
の
給

付
額
は
。

健
康
福
祉
課
長
　
対
象
は

2
7
0
~
2
8
0
世
帯
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。
県
と
町
の

負
担
に
よ
り
1
世
帯
1
万
円

を
給
付
予
定
で
す
。

●
教
育
費

　
冬
季
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行

委
託
料
に
２
０
４
万
1
千
円

計
上問

　民
間
事
業
者
へ
の
委

託
が
新
た
に
加
わ
っ
た
も
の

か
。総務

課
長
　
町
所
有
バ
ス

で
担
え
な
い
部
分
を
民
間
バ

ス
で
運
行
す
る
も
の
で
す
。

月
曜
と
金
曜
の
下
校
時
の

み
、
1
台
増
台
の
予
定
で
す
。

冬
季
は
低
学
年
に
高
学
年
が

加
わ
る
こ
と
で
利
用
人
数
が

増
え
、
一
斉
下
校
等
の
場
合

は
現
有
バ
ス
で
は
不
足
す
る

た
め
、
そ
の
部
分
を
補
う
も

の
で
す
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

問

　低
所
得
者
支
援
と
給

食
費
へ
の
充
当
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
そ
の
確
認
と
、
学

校
給
食
費
に
充
て
る
金
額
は
。

総
務
課
長
　
低
所
得
世
帯

へ
の
冬
の
生
活
応
援
事
業

街路樹にも街路樹にも

（
灯
油
関
係
）
に
1
1
0
万

円
、
学
校
給
食
費
に
4
6
9

万
7
千
円
を
充
当
し
て
い
ま

す
。教育

課
長
　
学
校
給
食
費

は
、
中
学
校
で
保
護
者
か
ら

い
た
だ
い
て
い
る
額
と
実
際

の
食
材
料
費
と
の
差
額
に
充

当
し
ま
す
。

　
小
学
校
は
国
の
補
助
金

（
1
人
あ
た
り
5
2
0
0
円

の
11
か
月
分
）
が
入
り
ま
す

が
、
補
助
金
と
実
際
に
必
要

な
材
料
費
と
の
差
額
に
つ
い

て
も
一
部
を
こ
の
交
付
金
か

ら
補
填
す
る
考
え
で
す
。

　
物
価
高
で
材
料
費
が
年
々

高
騰
し
て
い
ま
す
が
、
保
護

者
負
担
を
抑
え
る
関
係
か
ら

値
上
げ
を
し
な
い
形
を
と
っ

て
き
ま
し
た
。
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広がる松枯れ広がる松枯れ

条
例
改
正

条
例
改
正

◎
三
川
町
地
域
経
済
牽
引
事

業
促
進
の
た
め
の
固
定
資

産
税
課
税
免
除
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

◎
三
川
町
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

各学校に広がる松枯れ被害各学校に広がる松枯れ被害

下
水
道
事
業
会
計

●
建
設
改
良
費

︵
7
9
0
万
6
千
円
︶

問

　工
事
内
容
と
財
源
の

負
担
割
合
の
考
え
方
は
。

建
設
環
境
課
長
　
既
に
本

管
整
備
が
完
了
し
た
箇
所

で
、
事
業
実
施
時
に
汚
水
枡

の
設
置
を
要
し
な
い
と
の
申

入
れ
が
あ
っ
た
土
地
に
つ
い

て
、
そ
の
後
、
家
族
が
新
た

に
家
を
建
て
る
、
農
地
を
宅

地
と
し
て
使
う
な
ど
利
用
条

件
が
変
わ
り
、
新
た
に
下
水

道
を
使
い
た
い
と
の
申
出
が

あ
っ
た
も
の
で
す
。
受
益
者

負
担
金
等
を
徴
収
し
財
源
と

し
て
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

人
事
案
件

人
事
案
件

三
川
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

　
五
十
嵐
　
恵
氏（成

田
新
田
）

議
員
辞
職

　
佐
久
間
千
佳
議
員
が

９
月
30
日
付
で
一
身
上

の
都
合
を
理
由
に
辞
職

し
ま
し
た
。

読者の窓読者の窓

１． 議会広報誌のよく読むページや気になる取り組みは
ありますか。

　　　自身の生活に関する内容は気になります。
２．質問や議論の内容が伝わる記事になっていましたか。
　　 　もう少しわかりやすい言葉で簡潔にまとめてもら

えると読みやすいと思います。
３． より読みやすい広報誌にするためにはどうすればい

いですか。
　　 　写真や図などを増やして短時間でも内容が解るよ

うになればよいと思います。
４． 今後、取り上げた方が良いと思われる事項があれば

お聞かせください。
　　 　町民の普段の生活に直接関係する事をもっと取り

上げてほしいと思います。
　　 　また「議会で話し合った結果、どう変わったのか」

も知れたらよいと思います。
５． 議会への要望等あればお聞かせく

ださい。
　　 　議会が身近に感じられるよう、

私たちの生活と議会がどのように
関係しているのかが分かる取り組
みや情報発信をお願いします。

本間美穂さん
（上町）

議員と話し合いをしてみませんか
■団■体■募■集

　議員に聞いてみたいこと、話したいこ
とのある団体を募集しています。お気軽
に議会事務局まで連絡をお願いします。

議会事務局　0235-35-7039



砂田 茂 委員長

令和７年度　一般会計・特別会計・事業会計 決算

討

　論

※一般会計の歳入・歳出の詳細は『みかわ広報』（10 月 15 日発行号）をご覧ください。
財政運営への影響は？質疑応答

歳入 歳出 実質収支額 採決結果

60億6432万円 57億7966万円 2億6380万円

7億5640万円 7億1711万円 3929万円

1億3373万円 1億2719万円 653万円

9億1295万円 9億1246万円 49万円

一般会計
全員賛成
で認定

特別会計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

※万円未満 四捨五入

収入 支出

収益的収支 4億1074万円 4億 5万円

資本的収支 2億1213万円 3億4904万円

採決結果

事業会計 下水道事業
全員賛成で認定

実質単年度収支は赤字だが

　鈴
木

　重行

　議員

　物
価
高
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
が

続
く
中
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
た
ク
ー
ポ
ン
配
布
や
灯
油
購

入
助
成
、
学
校
給
食
費
・
高
齢

者
施
設
へ
の
補
助
な
ど
、
生
活

支
援
と
地
域
経
済
の
維
持
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
だ
点
を
評
価

し
ま
す
。

　人
件
費
や
光
熱
水
費
が
高
止

ま
り
す
る
厳
し
い
財
政
状
況
下

に
お
い
て
も
、
基
金
の
取
り
崩

し
を
抑
え
積
極
的
な
積
立
を
行

う
な
ど
、
将
来
の
負
担
軽
減
に

配
慮
さ
れ
た
適
正
な
執
行
と
認

め
ら
れ
ま
す
。

　少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

異
常
気
象
対
策
、
移
動
手
段
の

確
保
な
ど
、
課
題
は
残
る
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
第
４
次

三
川
町
総
合
計
画
の
後
半
の
仕

上
げ
に
向
け
て
計
画
の
遂
行
を

期
待
し
、
賛
成
討
論
と
い
た
し

ま
す
。

賛
成

-1
0
1
2
3
4
5
6
7

R3 R4 R5 R6 R7
財政調整基金 実質単年度収支

億円
6.30 6.156.45

5.68
5.02

▲0.49 ▲0.33

町の貯金（財政調整基金）は、まだ適正水準を維持

貯金の積立や取り崩しで円滑な運営

実質収支比率は8.2％と健全水準を維持

町の財政の安全性・健全性は
十分に保たれている

貯金（基金）の取り崩しのペースは
今後も注視していきます。注意点

　令和7年度の決算審査では、一般会計・3特別会計・下水道事業会計の決算について
慎重審査するために、町民生活に関わる「お金の使い道」や、町当局の考え方などを確
認しました。（主な質疑応答は6～ 7ページにも掲載）◆ 収支と蓄えのバランス

認定

令和７年度
決算審査 特別委員会

（9月 7日～ 9月 8日）

　
　町
債
の
利
率
見
直
し
に
よ

る
負
担
増
と
金
融
機
関
と
の
協

議
は
。

　
　平
成
26
・
27
年
度
借
入

分
の
利
率
変
更
が
あ
り
、
変

更
前
後
の
差
額
は
ト
ー
タ
ル

で
1
4
9
万
2
千
円
程
の
利
息

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
で
き
る
限
り
安
く
借
り
続
け

る
よ
う
金
融
機
関
と
協
議
し
ま

す
。　10

年
で
の
見
直
し
が
毎
年
発

生
す
る
た
め
、
今
後
は
、
基
金

の
活
用
や
早
期
償
還
な
ど
で
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
た
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
利
上
昇
の
影
響
で

　町の
財
政
負
担
が
増
加

町債

米
価
の
上
昇
で

　農業
所
得
が
前
年
の
約
2
倍
に

税収
　
　個
人
町
民
税
が
前
年
よ
り

大
き
く
増
え
た
要
因
は
。

　
　令
和
6
年
度
の
定
額
減
税

の
影
響
と
、
同
年
の
米
価
が
前

年
よ
り
大
き
く
伸
び
、
農
業
所

得
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
影
響

と
見
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
令
和
8
年
産
米
に
つ
い

て
は
様
々
な
報
道
が
あ
り
、
推

移
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

個人町民税 の 農業所得

R6 R7

約 1.7 億円

約 3.９億円

課税標準額

約2.３倍

税金の使い道をチェック税金の使い道をチェック

令和 7年度をふり返って
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（
4
～
7
ペ
ー
ジ
ま
と
め

　佐
竹

　優
子
）



砂田 茂 委員長

令和７年度　一般会計・特別会計・事業会計 決算

討

　論

※一般会計の歳入・歳出の詳細は『みかわ広報』（10 月 15 日発行号）をご覧ください。
財政運営への影響は？質疑応答

歳入 歳出 実質収支額 採決結果

60億6432万円 57億7966万円 2億6380万円

7億5640万円 7億1711万円 3929万円

1億3373万円 1億2719万円 653万円

9億1295万円 9億1246万円 49万円

一般会計
全員賛成
で認定

特別会計

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

※万円未満 四捨五入

収入 支出

収益的収支 4億1074万円 4億 5万円

資本的収支 2億1213万円 3億4904万円

採決結果

事業会計 下水道事業
全員賛成で認定

実質単年度収支は赤字だが

　鈴
木

　重行

　議員

　物
価
高
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
が

続
く
中
、
国
の
交
付
金
を
活
用

し
た
ク
ー
ポ
ン
配
布
や
灯
油
購

入
助
成
、
学
校
給
食
費
・
高
齢

者
施
設
へ
の
補
助
な
ど
、
生
活

支
援
と
地
域
経
済
の
維
持
に
重

点
的
に
取
り
組
ん
だ
点
を
評
価

し
ま
す
。

　人
件
費
や
光
熱
水
費
が
高
止

ま
り
す
る
厳
し
い
財
政
状
況
下

に
お
い
て
も
、
基
金
の
取
り
崩

し
を
抑
え
積
極
的
な
積
立
を
行

う
な
ど
、
将
来
の
負
担
軽
減
に

配
慮
さ
れ
た
適
正
な
執
行
と
認

め
ら
れ
ま
す
。

　少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、

異
常
気
象
対
策
、
移
動
手
段
の

確
保
な
ど
、
課
題
は
残
る
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
第
４
次

三
川
町
総
合
計
画
の
後
半
の
仕

上
げ
に
向
け
て
計
画
の
遂
行
を

期
待
し
、
賛
成
討
論
と
い
た
し

ま
す
。

賛
成

-1
0
1
2
3
4
5
6
7

R3 R4 R5 R6 R7
財政調整基金 実質単年度収支

億円
6.30 6.156.45

5.68
5.02

▲0.49 ▲0.33

町の貯金（財政調整基金）は、まだ適正水準を維持

貯金の積立や取り崩しで円滑な運営

実質収支比率は8.2％と健全水準を維持

町の財政の安全性・健全性は
十分に保たれている

貯金（基金）の取り崩しのペースは
今後も注視していきます。注意点

　令和7年度の決算審査では、一般会計・3特別会計・下水道事業会計の決算について
慎重審査するために、町民生活に関わる「お金の使い道」や、町当局の考え方などを確
認しました。（主な質疑応答は6～ 7ページにも掲載）◆ 収支と蓄えのバランス

認定

令和７年度
決算審査 特別委員会

（9月 7日～ 9月 8日）

　
　町
債
の
利
率
見
直
し
に
よ

る
負
担
増
と
金
融
機
関
と
の
協

議
は
。

　
　平
成
26
・
27
年
度
借
入

分
の
利
率
変
更
が
あ
り
、
変

更
前
後
の
差
額
は
ト
ー
タ
ル

で
1
4
9
万
2
千
円
程
の
利
息

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
で
き
る
限
り
安
く
借
り
続
け

る
よ
う
金
融
機
関
と
協
議
し
ま

す
。　10

年
で
の
見
直
し
が
毎
年
発

生
す
る
た
め
、
今
後
は
、
基
金

の
活
用
や
早
期
償
還
な
ど
で
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
た
財
政
運
営
を

行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

金
利
上
昇
の
影
響
で

　町の
財
政
負
担
が
増
加

町債

米
価
の
上
昇
で

　農業
所
得
が
前
年
の
約
2
倍
に

税収
　
　個
人
町
民
税
が
前
年
よ
り

大
き
く
増
え
た
要
因
は
。

　
　令
和
6
年
度
の
定
額
減
税

の
影
響
と
、
同
年
の
米
価
が
前

年
よ
り
大
き
く
伸
び
、
農
業
所

得
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
影
響

と
見
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
令
和
8
年
産
米
に
つ
い

て
は
様
々
な
報
道
が
あ
り
、
推

移
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

個人町民税 の 農業所得

R6 R7

約 1.7 億円

約 3.９億円

課税標準額

約2.３倍

税金の使い道をチェック税金の使い道をチェック

令和 7年度をふり返って
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　協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
に
よ
る
松
食
い
虫
対
策
へ

の
補
助
に
は
、
8
町
内
会
か
ら
の
申
し
込
み
が
あ
る
ほ
ど
被
害
が

町
全
体
に
広
が
っ
て
お
り
、
松
食
い
虫
被
害
を
災
害
と
捉
え
、
町

と
し
て
助
成
を
行
う
と
と
も
に
、
窓
口
を
一
本
化
し
て
対
策
を
進

め
る
べ
き
で
は
。

　
　
　７
年
度
は
町
内
会
管
理
の
敷
地
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
、

企
画
費
の
中
で
予
算
化
し
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
が
管
理
す

る
施
設
に
被
害
が
出
た
た
め
、
各
施
設
を
所
管
す
る
課
に
お
い
て

予
算
措
置
を
取
り
ま
し
た
。

　
　
　９
年
度
の
予
算
編

成
で
は
、
ま
ず
は
町
内
会

へ
の
支
援
を
第
一
に
考
え
、

一
般
家
庭
の
松
食
い
虫
被

害
ま
で
の
補
助
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　た
だ
し
近
隣
の
市
町
で

は
一
般
家
庭
へ
の
支
援
も

行
っ
て
い
る
た
め
、
町
内

の
被
害
状
況
を
勘
案
し
な

が
ら
、
予
算
措
置
を
す
る

べ
き
か
ど
う
か
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　職
員
３
名
が
防
災
士

の
資
格
を
取
得
し
て
い
ま
す

が
、
日
常
や
災
害
発
生
時
い

か
に
活
か
す
考
え
か
。

　
　
　資
格
を
取
得
し
て
必

要
な
知
識
を
蓄
え
る
こ
と
に

よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
備
え
、
対
応
が
で
き
る

体
制
を
構
築
し
て
い
く
考
え

で
す
。

　
　
　電
子
計
算
費
の
大
幅

増
額
の
理
由
と
今
後
の
見
通

し
は
。

　
　
　２
０
４
０
年
の
労
働

力
不
足
を
想
定
し
、
事
務
の

効
率
化
を
図
る
目
的
で
国
が

進
め
る
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
標

準
化
へ
の
移
行
に
対
応
し
た

も
の
で
す
。

　初
期
導
入
に
は
補
助
が
あ

り
ま
す
が
、
今
後
の
保
守
・

借
上
料
は
自
主
財
源
で
す
。

　
　
　高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施

事
業
、
２
年
目
の
成
果
は
。

　
　
　ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
多
剤
服
薬
者
へ

の
訪
問
や
、
口
腔
機
能
低
下

の
リ
ス
ク
の
あ
る
方
へ
の
相

談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
口

腔
ケ
ア
は
義
歯
だ
か
ら
と
軽

視
さ
れ
や
す
い
実
態
が
あ
り

ま
す
が
、
介
入
に
よ
り
歯
科

受
診
へ
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
　
　寝
具
洗
濯
乾
燥
等

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
、

自
ら
の
意
思
で
は
申
し
込
み

が
難
し
い
高
齢
者
も
い
る
と

考
え
ま
す
が
、
地
域
に
密
着

し
て
い
る
民
生
委
員
、
保
健

委
員
等
と
の
連
携
に
よ
る
周

知
の
考
え
は
。

　
　
　民
生
委
員
、
保
健
委

員
に
は
、
年
度
初
め
に
福
祉

の
支
援
事
業
一
覧
を
お
渡
し

て
お
り
、
引
き
続
き
周
知
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　発
行
し
た
ク
ー
ポ

ン
券
の
使
用
状
況
は
。

　
　
　1
回
目
の
使
用
率

は
98
・
10
％
で
あ
り
、
2

回
目
は
、
速
報
値
な
が
ら

使
用
率
は
98
・
95
％
で
す
。

　
　
　ふ
る
さ
と
納
税
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
と
成
果
は
。

　イ
ベ
ン
ト
後
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
数

は
し
ば
ら
く
大
き
く
伸
び

ま
し
た
。
す
ぐ
実
績
に
直

結
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
で
き
る
だ

け
参
加
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
一
つ
で
あ
る
A
N
A
が

実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
出

店
し
、
3
日
間
で
職
員
延

べ
4
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

販
売
や
P
R
、
他
市
町
村

の
返
礼
品
P
R
手
法
・
販

売
戦
略
を
学
習
す
る
目
的

で
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
　資
材
高
騰
の
中
で
、

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

事
業
の
補
助
単
価
引
き
上
げ

を
望
む
声
が
あ
り
ま
す
が
、

今
後
の
考
え
は
。

　
　
　現
時
点
で
は
難
し
い

で
す
が
、
今
後
も
農
協
の
意

向
等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　
　
　税
制
、
税
法
等
が
複

雑
化
す
る
中
、
適
正
な
申
告

に
向
け
た
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
青

申
会
、
関
係
団
体
等
と
連
携

を
継
続
し
な
が
ら
取
り
組
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　農
業
所
得
に
お
い
て
は

米
価
高
騰
に
よ
り
税
額
も
多

く
な
り
ま
し
た
が
、
職
員
の

指
導
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
申
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
考
え
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
　イ
ベ
ン
ト
出
店

　
　
　返
礼
品
で
　三
川
町
の
魅
力
を
発
信

健
康
増
進

生
活
支
援

む
ず
か
し
い
農
業
青
色
申
告
を
　ス
ム
ー
ズ
に

世
帯
へ
の
補
助
は
？

廃
プ
ラ
処
分
に

　手
厚
い
支
援
を

税
務
申
告

継
続
に
意
欲

羽
田
空
港
で
P
R

物価高の生活応援
年度内の発行に、好評の声！
物価高の生活応援
年度内の発行に、好評の声！

決算審査特別委員会　質疑応答の抜粋

寝たきりや独居など
高齢者世帯に対する
寝具の洗濯支援

松
枯
れ
被
害
が
広
が
っ
て
い
る
…

　
　
　一
般
家
庭
へ
の
支
援
の
考
え
は
？

自
治
体
D
X
推
進

　コ
ス
ト
が
増
大

防
災
士
の
資
格

     

ど
う
活
か
す

高
齢
で
も
健
や
か
に
、
長
生
き
で
き
る
町

口腔機能の低下が、
要介護リスクを
高めることに…

ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用
率
98
％
超
え

女性 (50代）

女性 (60代）
女性 (70代）

町
内
会
管
理
の
敷
地
は
伐
採
を
補
助

8 つの町内会に伐採補助
被害は町全体へ拡大…
8 つの町内会に伐採補助
被害は町全体へ拡大…

クーポン券どう使った？ まちの声まちの声まちの声

議会から要望し、年度内実施につながりました。

進学のための準備、生活用品を購入
ちょうど子どもの進学で、1人暮らしに必要な物を買うこと
ができ、とてもありがたかったです。1人あたりの金額も多く、
他市町の人に羨ましがられました。

家電が壊れたまま我慢してい
ましたが、クーポン券を使っ
て買い替えました。

家電の買い替えに利用
物価高のためすぐに使い切
りました。毎年クーポン券
を配布してほしいです。

食品の買い物に利用

クーポン券
発行事業 松枯れ対策

松枯れによる倒木（※酒田市浜中地内）

羽田空港での PRイベントに出店
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増
大

防
災
士
の
資
格

     

ど
う
活
か
す

高
齢
で
も
健
や
か
に
、
長
生
き
で
き
る
町

口腔機能の低下が、
要介護リスクを
高めることに…

ク
ー
ポ
ン
券
の
使
用
率
98
％
超
え

女性 (50代）

女性 (60代）
女性 (70代）

町
内
会
管
理
の
敷
地
は
伐
採
を
補
助

8 つの町内会に伐採補助
被害は町全体へ拡大…
8 つの町内会に伐採補助
被害は町全体へ拡大…

クーポン券どう使った？ まちの声まちの声まちの声

議会から要望し、年度内実施につながりました。

進学のための準備、生活用品を購入
ちょうど子どもの進学で、1人暮らしに必要な物を買うこと
ができ、とてもありがたかったです。1人あたりの金額も多く、
他市町の人に羨ましがられました。

家電が壊れたまま我慢してい
ましたが、クーポン券を使っ
て買い替えました。

家電の買い替えに利用
物価高のためすぐに使い切
りました。毎年クーポン券
を配布してほしいです。

食品の買い物に利用

クーポン券
発行事業 松枯れ対策

松枯れによる倒木（※酒田市浜中地内）

羽田空港での PRイベントに出店
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︵
8
~
13
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
小
野
寺
　
正
樹
・
土
田
　
市
子
︶

　町政に関して議員が質問を行い、新たな政策
の提案や意見を述べ、時には是正を求め、町政
をより良い方向へ導くものです。

一般質問
とは…

小野寺 正樹 議員 （9ページ）
●特別職報酬等の見直しを

佐竹 優子 議員 （10ページ）
●ライフデザインと健康を学ぶ包括教育を

佐久間 千佳 議員 （11ページ）
●広域連携と三川の将来像は

鈴木 淳士 議員 （12ページ）
●企業誘致対策と行財政運営の見通しは
○地域担当職員制度の早期実現について

志田 德久 議員 （13ページ）
●災害時の対応策は

砂田　茂 議員 （9ページ）
●名簿提供に問題は

土田 市子 議員 （10ページ）
●保・幼・小の円滑な移行を

鈴木 重行 議員 （11ページ）
●次期町長選挙に向けての考えは
○町道の維持管理について

小林 茂吉 議員 （12ページ）
●広域連携の推進を

一
般
質
問

一
般
質
問

議会ホームページ
一般質問はこちら
（音声配信中）

議会ホームページの
一般質問はこちらから
（音声配信中）

町 政 を 問 う
9月定例会

夜
間
議
会

9月3日と4日、9人の議員が
夜間議会で以下の項目について
質問しました。
●の内容を掲載しています。
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

小
お

野
の

寺
でら

 正
まさ

樹
き

  議員

砂
すな

田
だ

　　 茂
しげる

  議員

本
町
で
も
自
衛
隊
へ

の
名
簿
を
提
供
し
て

い
ま
す
が
、
自
衛
隊
は
ど
の

よ
う
な
目
的
で
こ
れ
を
求
め

て
い
る
の
か
、
提
供
対
象
と

な
る
の
は
ど
の
よ
う
な
人
か
、

あ
わ
せ
て
求
め
ら
れ
る
情
報

は
。

自
衛
官
及
び
自
衛
官

候
補
生
の
募
集
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
満
18
歳

と
満
22
歳
に
な
る
人
の
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
の

四
情
報
を
求
め
ら
れ
提
供
し

て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
提
供
に
問
題

は
な
い
の
か
。
提
供
の
法
的

根
拠
は
。自

衛
隊
法
第
97
条
で
、

地
方
自
治
体
の
法
定

受
託
事
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
で
も
、
法
令
に
定
め

る
事
務
に
必
要
な
情
報
の
提

供
に
あ
た
る
た
め
問
題
は
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

名
簿
提
供
の
対
象
と

な
っ
た
人
に
対
し
て
、

事
前
に
承
諾
を
得
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

物
価
や
賃
金
が
上
昇

す
る
一
方
、
町
の
特

別
職
や
各
種
委
員
の
報
酬
、

町
職
員
の
管
理
職
手
当
等
は

長
期
間
据
え
置
か
れ
て
い
ま

す
。
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

も
平
成
27
年
を
最
後
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
職
務
や

責
任
に
見
合
っ
た
報
酬
と
す

る
た
め
、
現
在
の
社
会
情
勢

を
踏
ま
え
見
直
す
考
え
は
。

特
別
職
や
各
種
委
員

の
報
酬
等
に
つ
い
て

は
、
職
責
や
業
務
量
だ
け
で

な
く
、
物
価
・
賃
金
動
向
、

町
の
財
政
状
況
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を

総
合
的
に
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
前
回
の
改
定
か
ら
10
年
が

経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
現
在
の
報
酬
や
手
当

の
実
態
を
確
認
・
検
証
し
、

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
を
開

催
す
る
か
ど
う
か
を
含
め
、

今
後
の
手
続
き
に
つ
い
て
適

切
に
対
応
し
ま
す
。

10
年
以
上
も
の
間
、

審
議
会
が
開
催
さ
れ

て
い
な
い
中
で
、
町
の
報
酬

等
は
県
内
で
も
低
い
水
準
に

あ
り
ま
す
。
今
後
の
担
い
手

不
足
を
考
え
て
も
、
県
内
類

似
団
体
の
中
間
程
度
の
水
準

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

報
酬
等
審
議
会
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
責
や
活
動
状
況
な
ど
を

町
民
の
立
場
か
ら
判
断
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

適
切
な
時
期
に
審
議
会
を
開

催
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
法
の

法
令
に
基
づ
く
要
件

の
外
部
提
供
と
な
る
も
の
で
、

本
人
の
承
諾
は
不
要
と
い
う

解
釈
で
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。

自
分
の
情
報
は
提
供

し
な
い
と
い
う
除
外

申
請
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

も
あ
り
、
本
町
で
も
検
討
す

る
べ
き
で
は
。

法
定
受
託
事
務
に
関

し
て
の
、
全
国
一
律

の
統
一
し
た
ル
ー
ル
を
つ
く

る
の
は
国
が
行
う
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

問問

問

特別職報酬等の見直しを
町長　適切な時期に審議会を開催

名簿提供に問題は
町長　法令に定める事務で問題ない

町
長

町
長

町
長

町
長

問

問 危
機
管
理

室
　
　長

危
機
管
理

室
　
　長

物価 賃金
報酬
給料
手当
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一
般
質
問

―
9
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

生
進
学
に
向
け
た
自
覚
の
醸

成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

町
内
の
保
育
園
、
幼

稚
園
、
認
定
こ
ど
も

園
と
各
小
学
校
へ
の
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
の
た
め
、
子
ど
も

同
士
の
交
流
も
重
要
と
考
え

る
が
。

来
年
度
は
町
内
３
幼

児
教
育
施
設
に
よ
る

子
ど
も
同
士
の
交
流
に
つ
い

て
も
具
体
化
し
て
い
く
予
定

で
す
。
三
川
町
架
け
橋
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
基
づ
き
令
和
９
・

10
年
に
﹁
交
流
充
実
期
﹂
と

し
取
り
組
み
を
深
め
子
ど
も

同
士
、
教
職
員
、
更
に
は
保

護
者
や
地
域
と
の
理
解
と
連

携
の
質
を
高
め
る
こ
と
で
安

心
し
て
小
学
校
生
活
へ
と
移

行
で
き
る
よ
う
万
全
を
期
し

て
い
き
ま
す
。

佐
さ

竹
たけ

優
ゆう

子
こ

  議員

土
つち

田
だ

市
いち

子
こ

  議員

て
、
互
い
の
授
業
や

指
導
法
の
理
解
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た

園
児
に
於
い
て
は
、

10
月
に
各
小
学
校
訪

問
、
翌
年
１
月
に
は

体
験
入
学
を
実
施
し
、

園
児
の
就
学
へ
の
不

安
解
消
と
小
学
１
年

問

小
中
学
生
が
地
元
企

業
や
女
性
活
躍
の
職

場
を
訪
ね
、
仕
事
の
や
り
が

い
や
子
育
て
と
の
両
立
等
を

学
ぶ
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
将

来
の
地
元
定
着
に
有
効
と
考

え
ま
す
が
、
推
進
の
考
え
は
。

小
学
生
は
町
内
の
商

店
や
企
業
訪
問
、
中

学
2
年
生
で
は
職
場
体
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

推
進
策
と
し
て
、
広
く
庄
内

一
円
の
﹁
や
ま
が
た
教
育

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
﹂
認
定
企
業

の
協
力
を
得
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
庁
の
啓

発
で
は
、
思
春
期
の

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
重
要
性
が
示

さ
れ
て
お
り
、
親
子
で
学
ぶ

機
会
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

研
修
の
機
会
は
。

中
学
3
年
生
対
象
の

﹁
命
の
講
話
﹂
に
お

い
て
助
産
師
を
招
き
、
親
子

で
対
話
の
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
参
加
は
少
な
い
も

の
の
、
今
後
も
親
子
で
共
に

学
べ
る
研
修
の
機
会
を
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
健
康
管
理

や
妊
娠
・
出
産
を
見

据
え
、
プ
レ
コ
ン
の
視
点
を

学
校
教
育
段
階
か
ら
取
り
入

れ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
の
包

括
的
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
・
実
施
す
べ
き
で
は
。

将
来
を
担
う
子
ど
も

を
支
え
る
重
要
な
考

え
方
で
あ
る
た
め
、
現
在
策

定
中
の
三
川
町
こ
ど
も
計
画

に
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
の
推
進
を
盛
り
込
む
方
向

で
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問

ライフデザインと健康を学ぶ包括教育を
教育長 「プレコン※推進」こども計画へ検討

保・幼・小の円滑な移行を
教育長　子ども同士の交流を具体化

５
歳
か
ら
小
学
１
年

の
２
年
間
「
架
け
橋

期
」
と
呼
ば
れ
る
時
期
、
小

学
校
と
の
円
滑
な
接
続
に
向

け
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な
切

れ
目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て

い
る
か
。指

導
者
の
連
携
と
し

て
保
幼
小
連
絡
会
を

設
置
し
、
幼
児
期
の
遊
び
を

通
し
た
学
び
か
ら
、
小
学
校

の
教
科
教
育
へ
の
円
滑
な
接

続
を
目
指
し
、
県
内
で
も
先

進
的
な
実
践
を
重
ね
て
い
ま

す
。

　
町
内
３
小
学
校
に
よ
る
一

年
生
の
生
活
科
授
業
公
開
の

持
回
り
や
、
み
か
わ
保
育
園

で
の
公
開
保
育
ま
た
公
開
研

究
会
で
の
保
幼
小
中
職
員
が
、

子
ど
も
の
教
育
を
語
り
合
う

グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
を
通
し

問

教
育
長

教
育

課
長

問教
育
長

教
育
長

問教
育
長

みかわ いのこ りっしょう
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一
般
質
問

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

て
、
小
回
り
の
き
く
先
進
自

治
体
と
し
て
庄
内
全
体
の
人

口
減
少
対
策
を
リ
ー
ド
し
、

地
域
創
生
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン

ナ
ー
と
な
る
考
え
は
。

人
口
減
少
は
大
き
な

課
題
で
す
が
、
人
口

減
少
を
悲
観
的
に
捉
え
る
こ

と
な
く
、
町
民
の
方
々
が
安

心
し
て
安
全
な
暮
ら
し
が
で

き
る
町
づ
く
り
を
求
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
町
の

一
番
の
大
き
な
役
割
は
、
安

全
安
心
が
一
番
の
キ
ー
ワ
ー

ド
だ
と
思
い
ま
す
。

佐
さ

久
く

間
ま

千
ち

佳
よし

  議員

鈴
すず

木
き

重
しげ

行
ゆき

  議員

６
期
目
の
町
政
運
営

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
総

括
し
て
い
る
か
。

町
政
を
担
う
に
あ
た

り
、
常
に
町
民
の
声

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
町
民

の
幸
福
と
、
町
政
の
発
展
に

全
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

﹁
第
４
次
三
川
町
総
合
計
画
﹂

の
成
果
に
つ
い
て
は
、
町
の

将
来
像
で
あ
る
﹁
あ
ふ
れ
る

笑
顔
　
み
ん
な
が
住
み
や
す

い
ま
ち
　
ハ
ー
ト
フ
ル
タ
ウ

ン
み
か
わ
﹂
の
実
現
を
目
指

庄
内
2
市
3
町
の
広

域
連
携
は
、
今
後
の

人
口
減
少
の
進
行
、
激
甚
化

す
る
災
害
、
経
済
対
策
や
暮

ら
し
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

な
ど
に
対
応
す
る
上
で
非
常

に
重
要
な
取
り
組
み
で
、
さ

ら
な
る
強
化
が
必
要
で
す
。

　
広
域
連
携
の
将
来
像
は
。

加
速
す
る
人
口
減
少
、

担
い
手
不
足
、
激
甚

化
す
る
災
害
な
ど
、
自
治
体

を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く

変
化
し
て
い
て
、
今
後
は
一

つ
の
自
治
体
だ
け
で
全
て
を

担
う
こ
と
に
は
限
界
が
あ
り
、

広
域
で
支
え
合

う
仕
組
み
が
欠

か
せ
な
い
と
捉

え
て
い
ま
す
。

三
川
町

の
将
来

像
と
し
て
広
域

連
携
を
支
え
つ

つ
、
地
域
の
文

化
や
環
境
保
全

が
図
ら
れ
、
住

み
や
す
い
、
持

続
的
な
集
落
モ

デ
ル
を
確
立
す

る
こ
と
に
よ
っ

し
、
各
種
施
策
の
推
進
に
鋭

意
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

町
民
の
方
々
が
安
全
で
安
心

し
て
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
、
持
続
的
な
発
展
が
可
能

な
町
を
目
指
し
、
着
実
に
前

進
し
て
い
る
も
の
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

本
町
が
現
在
抱
え
る

諸
課
題
の
認
識
は
。

人
口
減
少
・
少
子
化

へ
の
対
応
、
町
民
の

健
康
増
進
、
魅
力
あ
る
産
業

の
創
出
や
交
流
人
口
・
関
係

人
口
の
拡
大
な
ど
が
あ
り
、

こ
れ
ら
に
的
確
か
つ
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
次

期
町
長
選
挙
へ
の
考

え
は
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
を

十
分
に
活
か
し
、
引

き
続
き
町
政
の
ト
ッ
プ
と
し

て
の
重
責
を
担
い
、
本
町
の

さ
ら
な
る
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
、
精
一
杯
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
決
意

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問

問

問

広域連携と三川の将来像は
町長　広域で支えあう仕組みが必要

次期町長選挙に向けての考えは
町長　引き続き町政のトップとして・・・

町
長

町
長

町
長

町
長

問 問

町
長

問

問

本町は、鶴岡市を中心市とした「庄内南部定住自立圏」と、酒田市を
中心市とした「庄内北部定住自立圏」に、「周辺市町村」として参加し
ています。定住自立圏のイメージは下記のとおりです。

「庄内はひとつの圏域」さらなる強化を（三川町HPより抜粋）
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一
般
質
問�

―
9
人
が
登
壇
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

鈴
すず

木
き

　淳
じゅ

士
んし

  議員

小
こば

林
やし

　茂
しげ

吉
よし

  議員

　
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り

は
生
活
圏
域
全
体
で
考
え
る

視
点
が
欠
か
せ
な
い
も
の
で

あ
り
、
互
い
の
力
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
可

能
性
を
生
み
出
す
と
と
も
に

庄
内
全
体
の
魅
力
を
高
め
る

取
り
組
み
と
捉
え
て
い
ま
す
。

２
０
４
０
年
問
題
は
、

庄
内
地
域
の
高
齢
化

率
44
％
、
お
お
よ
そ
2
人
に

1
人
が
高
齢
者
と
な
る
社
会

を
迎
え
、
少
子
化
に
よ
る
労

働
人
口
の
急
激
な
減
少
が
同

時
進
行
で
起
こ
り
、
老
朽
化

し
た
イ
ン
フ
ラ
、
公
共
施
設
、

公
共
交
通
の
存
続
、
人
口
構

造
の
変
化
に
よ
る
財
政
悪
化

分
譲
済
み
が
全
体
の

約
３
割
と
聞
い
て
い

る
「
み
か
わ
産
業
団
地
」
へ

の
企
業
誘
致
対
策
は
。
　

分
譲
価
格
を
低
く
抑

え
る
と
と
も
に
、
山

形
県
と
連
携
し
た
チ
ラ
シ
を

活
用
す
る
な
ど
、
用
地
取
得

相
談
の
段
階
か
ら
伴
走
型
支

援
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
待
つ
だ
け
で
な
く

企
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
な
ど
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

介
護
保
険
と
各
医
療

保
険
の
事
業
費
は
増

額
の
一
途
を
辿
り
、
町
財
政

運
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
が
。

高
齢
者
人
口
の
増
加

に
伴
う
介
護
及
び
医

療
需
要
の
増
加
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
介
護
予
防
、
重
度
化

防
止
、
給
付
の
適
正
化
を
一

体
的
に
進
め
、
介
護
及
び
医

療
給
付
費
の
伸
び
を
可
能
な

限
り
抑
制
す
る
と
と
も
に
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。町

公
民
館
や
い
ろ
り

火
の
里
な
ど
数
多
い

町
有
施
設
の
維
持
管
理
費
増

が
懸
念
さ
れ
ま
す
が
、
今
後

の
見
通
し
は
。

今
後
の
人
口
動
向
を

勘
案
す
れ
ば
施
設
の

改
廃
に
つ
い
て
も
検
討
す
る

必
要
性
が
生
じ
て
く
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
当
面
、
既
存

施
設
の
維
持
に
努
め
つ
つ
次

の
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
の
改
定
の
時
に
検
討
す
べ

き
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

企業誘致対策と行財政運営の見通しは
町長　トップセールスと介護予防、重度化防止で抑制

広域連携の推進を
町長　庄内全体の魅力を高める取組と捉える

近
隣
自
治
体
と
目
的

共
有
し
な
が
ら
、
新

し
い
時
代
の
多
様
化
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
に
応
え
る
た
め
、

効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
も

と
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

自
主
的
・
自
律
的
な
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
広
域
連
携
を

ど
う
生
か
し
深
め
る
の
か
。

人
口
減
少
や
担
い
手

不
足
、
災
害
の
激
甚

化
な
ど
、
一
つ
の
自
治
体
で

は
そ
の
課
題
の
解
決
が
難
し

く
な
っ
て
お
り
、
各
自
治
体

が
持
つ
人
材
、
施
設
、
地
域

資
源
な
ど
を
つ
な
ぎ
、
役
割

を
分
担
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

問

町
長

町
長

問

問町
長

町
長

問

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る

が
。

2
0
4
0
年

問
題
は
現
実

味
を
帯
び
て
き
て
い

る
と
認
識
し
ま
す
。

　
庄
内
地
域
全
体
の

課
題
と
受
け
止
め
、

相
互
補
完
に
よ
る
広

域
連
携
と
い
う
も
の

が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

町
長

高い専門性を有する業務の連携

みかわ産業団地造成区域

町公民館
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一
般
質
問�

―
町
政
を
問
う
―
三
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

音
声
配
信
中

志
し

田
だ

　德
とく

久
ひさ

  議員

避
難
所
へ
の
移
動
手

段
と
し
て
自
動
車
を

利
用
す
る
こ
と
は
、
高
齢
者

等
が
短
時
間
で
移
動
で
き
る

利
点
が
あ
る
一
方
、
冠
水
や

渋
滞
に
よ
る
避
難
の
遅
れ
な

ど
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

対
策
は
。高

齢
者
等
の
避
難
行

動
に
時
間
を
要
す
る

方
に
対
し
て
、
早
め
の
避
難

を
呼
び
か
け
る
こ
と
に
よ
り
、

避
難
行
動
中
の
道
路
渋
滞
の

発
生
は
抑
制
さ
れ
る
と
捉
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
車
で
避

難
す
る
際
に
は
乗
り
合
い
で

お
願
い
し
、
平
常
時

か
ら
避
難
す
る
際
の

留
意
点
に
つ
い
て
周

知
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

地
震
や
豪
雨

な
ど
の
災
害

時
に
は
、
家
屋
の
解

体
や
片
付
け
に
伴
い

災
害
ゴ
ミ
が
大
量
に

発
生
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
仮
置

き
場
の
候
補
地
は

「
三
川
町
災
害
廃
棄

物
処
理
計
画
」
で
定

問

問

災害時の対応策は
町長　早めの避難行動を呼びかけ

町
長

９月議会の一般質問は夜間議会のため、多くの人が傍聴に来てくださいました。

・傍聴者がもっと多かったらと思う。せっかくの夜間なので。
　町の課題がわかって毎回学びがあります。

・演壇に花があったら良いと思います。議員の席にもどうですか！

・議長が一般質問前に、議員に対しての注意事項を促すだけでなく、傍聴人に対しても注意
　を言うべきと思います。

・三川町の議場は立派だと思いますが、演壇や議員の席に花があったら花の香りで緊張感が
　和らぐと思う。

・三川町議会において、町長はじめ議員、職員が三川町の菜の花、山の神のけやき、方言坊
　やをプリントしたTシャツを着てのTシャツ議会を年 1回開催してはどうですか。

９月議会を傍聴した皆様から寄せられた声９月議会を傍聴した皆様から寄せられた声

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
想
定

を
超
え
た
場
合
の
対
応
は
。

災
害
ゴ
ミ
の
す
べ
て

が
短
期
間
の
う
ち
に

仮
置
き
場
に
搬
入
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
搬
入
す
る
側

の
人
手
の
課
題
も
あ
り
考
え

に
く
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仮
置
き
場
の
運
営

体
制
が
整
い
次
第
、
県
や
業

界
団
体
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、

仮
置
き
場
か
ら
処
分
場
へ
の

搬
出
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
懸
念
さ
れ
る

事
態
に
至
る
可
能
性
は
高
く

な
い
と
捉
え
て
い
ま
す
。

町
長

水害で使えなくなった寝具類



令和 8年 10月 15 日　第 175 号 14

議
員
懇
談
会

事
業
者
を
取
り
巻
く
厳
し
い

経
営
環
境

　
事
業
者
か
ら
は
、
売
上
額

は
価
格
上
昇
に
よ
り
増
え
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、

原
材
料
費
や
人
件
費
の
上
昇

に
よ
り
、
手
元
に
残
る
利
益

が
減
っ
て
い
る
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。
工
業
分
野
で
は

十
分
な
価
格
転
嫁
が
で
き
ず
、

建
築
業
で
も
ハ
ウ
ス
メ
ー

カ
ー
と
の
競
争
や
建
築
確
認

手
続
の
複
雑
化
、
大
工
な
ど

の
人
手
不
足
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

農
業
と
ク
ー
ポ
ン
券
に
つ
い

て
も
議
論

　
米
価
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
価
格
動
向
に
よ
っ
て
農
家

の
離
農
が
進
み
、
将
来
的
な

米
不
足
や
価
格
高
騰
に
つ
な

が
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　
議
会
か
ら
は
、
ク
ー
ポ
ン

券
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
行

若
者
の
地
元
定
着
と 

働
き
手
の
確
保

　
庄
内
地
域
の
高
卒
就
職
者

の
県
内
定
着
率
は
、
令
和
6

年
度
ま
で
は
70
％
前
後
で
推

移
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

7
年
度
は
61
・
７
％
ま
で
低

下
し
て
い
る
と
の
こ
と
か
ら
、

高
校
生
の
地
元
定
着
に
向
け

た
取
り
組
み
が
急
務
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

水
田
の
大
区
画
化
・ 

農
地
集
積

　
水
田
の
大
区
画
化
等
加
速

化
支
援
事
業
の
要
望
調
査
の

結
果
、
令
和
11
年
度
ま
で
県

全
体
で
約
9
0
0
ha
、
こ
の

う
ち
庄
内
管
内
は
約
７
割
、

三
川
町
管
内
は
約
１
割
と

な
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
一

経
営
体
あ
た
り
の
耕
作
面
積

の
拡
大
に
と
も
な
い
作
業
効

や
１
人
２
万
円
の
額
面
が
町

民
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
説
明
し
ま
し
た
。
券
種

や
発
行
時
期
に
つ
い
て
、
商

工
会
側
か
ら
は
需
要
が
増
し

地
域
経
済
の
効
果
が
上
が
っ

た
の
で
、
今
後
も
継
続
し
て

続
け
て
欲
し
い
と
の
意
見
も

出
さ
れ
、
物
価
上
昇
が
続
く

中
、
今
後
も
消
費
喚
起
に
つ

な
が
る
国
の
財
政
支
援
が
継

続
さ
れ
る
よ
う
、
議
会
と
し

て
働
き
か
け
て
い
く
考
え
を

示
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
懇
談
で
は
、
建
設
、

建
築
、
土
木
、
工
業
な
ど
、

幅
広
い
業
種
で
人
手
不
足
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
産
業
を
持
続
さ
せ
る
た

め
、
若
者
が
地
元
に
残
り
、

地
域
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
、
商
工
会

と
議
会
が
と
も
に
め
ざ
す
こ

と
が
重
要
だ
と
協
議
さ
れ
ま

し
た
。

率
向
上
の
た
め
の
大
区
画
化

が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
地

主
側
の
理
解
を
得
る
こ
と
が

課
題
と
さ
れ
る
こ
と
や
、
土

づ
く
り
支
援
策
を
同
時
に
進

め
る
べ
き
で
は
と
の
意
見
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
・
企
業
誘
致
へ
の 

支
援

　
令
和
８
年
度
の
企
業
へ
の

支
援
制
度
と
し
て
の
企
業
立

地
促
進
補
助
金
で
は
、
重
点

分
野
該
当
企
業
が
設
備
投
資

を
行
う
場
合
の
特
別
加
算
措

置
が
新
た
に
設
け
ら
れ
て
い

て
、
企
業
誘
致
を
進
め
て
い

る
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
県
と
町
が
連
携
し

て
地
域
の
持
続
的
な
発
展
を

め
ざ
す
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　出
羽
商
工
会
三
川
支
部
役
員
等
と
の
懇
談
会
を
開
催

し
、
地
域
経
済
を
取
り
巻
く
現
状
や
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
、
幅
広
く
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　田
澤
県
議
会
議
長
と
、
庄
内
総
合
支
庁
の
総
務
部
長
、

保
健
福
祉
環
境
部
長
、
産
業
経
済
部
長
、
建
設
部
長
を

迎
え
、
県
の
支
援
策
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

若者の地元定着を
山形県議会議長、県幹部職員との懇談会

幅広い業種で人手不足が
大きな課題
出羽商工会三川支部役員等との懇談会

（
14
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
小
野
寺
　
正
樹
）

7/16
木

9/28
月
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議
員
研
修
会

　
こ
の
日
の
講
師
で
あ
る
大

橋
由
明
氏
は
、
令
和
3
年
に

鶴
岡
市
へ
「
フ
ェ
ル
メ
ク
テ

ス
㈱
」
を
設
立
し
た
方
で
、

納
豆
菌
の
研
究
を
基
盤
に

「
次
世
代
た
ん
ぱ
く
質
素
材
」

と
し
て
、
納
豆
菌
由
来
の

「kin-pun

」
と
い
う
名
称

の
素
材
を
開
発
さ
れ
た
方
で

す
。

　
健
康
効
果
に
つ
い
て
も

研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る

「kin-pun

」
は
、
プ
リ
ン

　
丸
果
庄
内
青
果
㈱
は
、
昭

和
48
年
に
庄
内
広
域
行
政
組

合
が
本
町
の
押
切
地
区
に
設

置
し
た
庄
内
青
果
物
卸
売
市

場
内
に
あ
る
会
社
で
す
。

　
男
性
社
会
と
い
わ
れ
る
青

果
市
場
の
中
で
厳
し
い
状
況

を
体
験
し
な
が
ら
も
、
負
け

じ
と
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
佐

藤
さ
ん
…
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、

卸
売
市
場
の
一
般
人
へ
の
開

放
に
よ
る
情
報
収
集
の
必
要

性
や
、
地
域
、
行
政
と
の
連

体
や
特
有
の
香
り
な
ど
、
食

品
と
し
て
活
用
す
る
上
で
の

課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う

し
た
課
題
に
向
き
合
い
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
食
材
に
活

用
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

　
豊
富
な
た
ん
ぱ
く
質
を
、

地
球
に
や
さ
し
く
高
効
率
で

生
産
で
き
る
取
り
組
み
と
し

て
、
更
な
る
事
業
展
開
が
期

待
さ
れ
る
お
話
し
で
し
た
。

携
に
よ
る
活
性
化
な
ど
、
市

場
に
も
変
化
が
必
要
で
あ
る

と
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
市
場
は
農
業
生
産

者
と
も
連
携
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

傾
向
に
懸
念
を
示
し
つ
つ
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
し
て

の
農
業
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
き
た
い
と
の
考
え
を
示
さ

れ
る
な
ど
、
青
果
物
市
場
を

通
し
て
の
深
い
取
り
組
み
を

お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　鶴
岡
市
内
の
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン
で
開
か
れ
た
研

修
会
に
お
け
る
講
演
と
し
て
「
納
豆
菌
」
に
つ
い
て
の

お
話
し
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　荘
内
地
方
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議
員
研
修
が
三

川
町
な
の
花
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
丸
果
庄
内
青
果
㈱
代

表
取
締
役
社
長 

佐
藤
玲
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
青
果

市
場
の
今
昔
や
こ
れ
か
ら
…
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新しい発酵たんぱく質
「納豆菌粉」

庄内市町村議会議長会　議員全員研修会

安心安全な食品提供が市場の任務
食を守ることが責務

庄内・遊佐・三川町議長会　前期議員研修会

8/10
月

7/28
火

（
15
ペ
ー
ジ
ま
と
め
　
鈴
木
　
淳
士
）

納豆菌由来の「Kin-pun」納豆菌由来の「Kin-pun」
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「できることをできるだけ」
三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会三川町赤十字奉仕団つくしの会

読みやすい『UDフォント』を使用しています。 16

三
川
町
赤
十
字
奉
仕
団
つ

く
し
の
会
は
、
昭
和
54
年
に

発
足
し
、
日
本
赤
十
字
社
の

理
念
に
基
づ
き
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
を
目
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
団

体
で
す
。
地
域
み
ん
な
で
支

え
合
え
る
町
の
た
め
、「
で

き
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
」

を
合
い
言
葉
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、「
な
の
花

荘
」
で
月
２
回
ネ
ー
ム
用
の

サ
ラ
シ
付
け
や
衣
類
の
修
理

を
し
た
り
、

「
糸
蔵
楽
」

で
月
２
回
つ

く
し
サ
ロ
ン

（
ゲ
ー
ム
や

ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
音
楽

療
法
な
ど
を

実
施
）
を
開

催
し
、
通
所

さ
れ
て
い
る

方
々
と
交
流

し
た
り
し
て

い
ま
す
。
そ

の
他
に
、
毎

年
５
月
に
福

祉
セ
ン
タ
ー

の
花
植
え
や

除
草
、
車
い

す
磨
き
を
行

い
、
秋
に
は
横
山
小
学
校
６

年
生
と
の
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
炊
き
出
し
調
理
の

調
理
実
習
を
行
い
、
災
害
時

に
役
立
つ
情
報
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
赤
十
字
奉
仕
団
と

し
て
、
災
害
時
に
備
え
、
炊

き
出
し
調
理
の
仕
方
を
勉
強

し
た
り
、
防
災
研
修
を
受
け

た
り
し
て
い
ま
す
。
令
和
６

年
の
秋
に
は
、
宮
城
県
石
巻

市
に
あ
る
震
災
遺
構
の
門
脇

小
学
校
を
視
察
し
、
震
災
の

爪
痕
を
肌
で
感
じ
、
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
の

脅
威
と
防
災
の
重
要
性
に
つ

い
て
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

各
町
内
会
で
の
避
難
訓
練

が
ん
ば
っ
て
ま
す

シ
リ
ー
ズ
69

町
内
の
団
体
紹
介

（
16
ペ
ー
ジ
ま
と
め

　
砂
田

　
茂
）

わ
く
わ
く
体
験
塾

（
写
真
）　
土
田
　
市
子

ざ
っ
こ
し
め

（
写
真
）　
小
野
寺
　
正
樹

【
表
紙
の
写
真
】

発
行
責
任
者

議
会
議
長

　
町
野

　
昌
弘

委
員

　
鈴
木

　
淳
士

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

委
員

　
小
野
寺
正
樹

委
員
長

　
砂
田

　
　
茂

委
員

　
土
田

　
市
子

副
委
員
長

　
鈴
木

　
重
行

委
員

　
佐
竹

　
優
子

等
に
も
炊
き
出
し
班
と
し
て

お
手
伝
い
に
行
き
ま
す
の
で

ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
つ
く
し
の
会
で
は
、

会
員
相
互
の
交
流
を
図
る
た

め
、
会
員
研
修
を
開
催
し
、

会
員
が
楽
し
み
な
が
ら
活
動

で
き
る
場
を
み
ん
な
で
作
っ

て
い
ま
す
。
私
達
と
一
緒
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

　

　
三
川
町
赤
十
字
奉
仕
団

　
つ
く
し
の
会

会
長
　
小
林
　
時

編
集
室

編
集
室

　
す
っ
き
り
と
澄
み
渡
っ

　
す
っ
き
り
と
澄
み
渡
っ

た
空
に
、
ひ
と
き
わ
映
え

た
空
に
、
ひ
と
き
わ
映
え

る
赤
と
ん
ぼ
の
群
れ
が
秋

る
赤
と
ん
ぼ
の
群
れ
が
秋

の
色
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

の
色
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

ま
す
。

　
赤
と
ん
ぼ
の
代
表
ア
キ

　
赤
と
ん
ぼ
の
代
表
ア
キ

ア
カ
ネ
は
夏
の
初
め
に
平

ア
カ
ネ
は
夏
の
初
め
に
平

地
で
羽
化
し
、
夏
の
盛
り

地
で
羽
化
し
、
夏
の
盛
り

は
暑
さ
を
避
け
て
山
で
過

は
暑
さ
を
避
け
て
山
で
過

ご
し
、
涼
し
く
な
る
と
平

ご
し
、
涼
し
く
な
る
と
平

地
に
降
り
て
く
る
こ
と
を

地
に
降
り
て
く
る
こ
と
を

最
近
知
り
ま
し
た
が
、
日

最
近
知
り
ま
し
た
が
、
日

本
に
い
る
約
１
８
０
種
の

本
に
い
る
約
１
８
０
種
の

ト
ン
ボ
の

ト
ン
ボ
の
1616
％
が
絶
滅
の

％
が
絶
滅
の

危
機
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

危
機
に
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　
幼
虫
の
ヤ
ゴ
が
す
む
水

　
幼
虫
の
ヤ
ゴ
が
す
む
水

辺
の
環
境
な
ど
、
自
然
へ

辺
の
環
境
な
ど
、
自
然
へ

の
関
心
を
持
ち
続
け
て
い

の
関
心
を
持
ち
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
広
報
委
員
会
も
「
読
ま

　
広
報
委
員
会
も
「
読
ま

れ
な
い
議
会
だ
よ
り
は
出

れ
な
い
議
会
だ
よ
り
は
出

す
意
味
な
し
」
と
い
う
気

す
意
味
な
し
」
と
い
う
気

持
ち
で
、
み
な
さ
ん
か
ら

持
ち
で
、
み
な
さ
ん
か
ら

関
心
の
も
た
れ
る
紙
面
づ

関
心
の
も
た
れ
る
紙
面
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

砂
田

　
茂

砂
田

　
茂


